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論文審査の結果の要旨 

 本論文は、入札者の選好を非準線形に拡張した下での非同質な複数財のオークションに関する理論的研究であ

る。従来のオークション理論では、Myerson（1981）以来の分析手法を適用するために、入札者の選好が準線形で

あることを仮定している。本論文では、その仮定をはずし、社会選択論手法で分析を進めている。 

 第２章では、望ましいと考えられる次の条件を満たしながら、より多くの収入をもたらすオークション・ルール

の設計に取り組んでいる。支配戦略均衡にもとづく誘因両立性である「耐戦略性」、入札者の自発的な参加を促す

「個人合理性」、「対称性」と呼ばれる水平的公平性、すなわち、財に対して同じ選好をもつ入札者間の平等性、

入札者に補助金を払わないという「支払非負性」、および商品が無駄なく配分される「非浪費性」である。 

 この章では、任意の数の入札者がいるモデルにおいて、「最小価格ワルラスルール」が、耐戦略性、個人合理

性、対称性、非浪費性、支払非負性を満たすルールのなかで、事後的に最大の収益を上げるルールであること、さ

らにそのような唯一のルールあることを示した。Kazumura, Mishra, & Serizawa (2020)と同様の結論であるが、

入札者数についての条件を必要としない点が異なる。現実では入札者数をコントロールすることが困難であり、そ

の制約を受けないことは応用上重要である。また、証明においても独自の技巧が必要となっている。 

 第３章は、上記の章と同じモデルながら、より多くの収入ではなく配分の効率性の達成に焦点を変えて、オーク

ション・ルールの設計に関する研究に取り組んだ。最小価格ワルラスルールが、耐戦略性、個人合理性、効率性、

支払非負性を満たす唯一のルールであることを示した。Morimoto & Serizawa (2015)と同様の結論であるが、２章

と同じく入札者数についての条件を必要としない。本章の研究成果も同じ観点から重要と考えられる。 

 第４章も、上記の章と類似のモデルながら、支払額が離散的である点が異なる。現実のオークションでは迅速に

運営する必要性から、支払単位を大きくせざるを得ないので、実用上、支払額の離散性は重要である。しかしなが

ら、離散的支払い額の環境では、ワルラス均衡価格が存在しなくなるという問題が生じるため、入札者の優先順位

づけが必要となる。この章では、優先順位を遵守するワルラス均衡価格の存在についての分析に加え、優先順位を

どうすれば最小価格ワルラスルールが耐戦略性や効率性などの望ましい性質を満たすことが可能となるか分析して

いる。そして、入札者の優先順位が所与の場合、その優先順位を守る最小価格ワルラスルールが耐戦略性、効率

性、個人効率性、支払非負性、優先順位を満たす唯一のルールであり、さらのその場合、優先順位が特殊な形で階

層化されていなければならないことを示した。結論はMorimoto & Serizawa (2015)と似ているが、支払額の離散性

より生じる複雑な状況を、優先順位と関連付けながら正確かつ明瞭に分析している。 

 

［審査結果の要旨］  

 本論文は、いくつかの先行論文の拡張であり、結論も類似している。しかしながら、先行論文の成果を実際に応

用する際に問題となる点に着目し、その問題を解決するような分析を行っている。結論が類似していても、その導

出に必要となった分析技巧の開発においては大きな独創性を発揮している。理論のための理論ではなく、理論を現

実に使えるようにするための貢献と呼べる研究である。研究成果の一部は、すでに国際的な評価も得ている。よっ

て、博士（経済学）の価値が十分にあると判断する。 

 

 




